約 0.8A 

約 3.8A 

約 08A 
150X50X173(mm) 


約 1W 
| _ UHFLOW | 約 1W 
リア クタ ンス 変調 
土 5 kHz 
ー60 dB 以下 
ダ プ ルス ー パ ー ヘ へ ヘテロダイン 方 式 


JAIA (日 本 アマ チュ ア 無 線 機器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 
で 測定 し た も の で す 。 (一 部 社内 測定 法 を 含む 。) 


J つ し イー リー 電 学 株 式 会 社 


本 社 ・ 大 阪 支店 - 540 大 阪 市 中 央 区 域 見 2 丁目 1 番 61 号 サイ ン 21MID ビ ル 23 夫 0⑯-945-8140( 代 表 ) 

* 京 京 文 店 :〒70 東京 導 表 島 区 齋 池 氏 3 丁 目 | 番号 サン シャ イン 50.22 肝 全 03-883-9351 (代表 ) 

e 札 棒 党 備前 :〒O60 札 購 市 中 央 擬 一 条 西 2 丁 き 1 午 札 村 時 計 台 ビル 4 崎 容 0H1-231-7712( 代 表 ) 

仙台 堂本 所 380 価 台 市 一 和 町 4 丁目 B 普 】 号 仙台 入 一 生 敬 タワー ビル 15 放 人 022-221-8220( 代 表 ) 

ゅ 到 古 情 営 生 所 : 〒450 名 富屋 市 中 区 所 2 丁目 1 落 1 生 日 土地 名 古屋 ビル 15 階 052-212-0541 ( 代 襲 

すす TS Pt 康 島 イ ン テ ス 5 績 SO 203. で 25e( 人 PS0122 

[ 理 所 : 5 電 色 区 博 租 駅 直 1 丁 目 3 生 6 号 系 3 人馬 多 偽 成 じ jr10 北 人 092-473-B034( 代 表 ) 

サー ビス 林間 : 〒170 貰 吉 禄 剛 島 区 裏 志 僅 3 丁目 1 区] 号 サン シャ イン 60- 直 康 03-983-9351( 代 表 ) F1188K11001000① 


攻 C/ が た 0 ん 


VHF/UHF TWIN BAND FM TRANSCEIVER 


DUH- ら / ど 5 火 /HX 


VHF/UHF TWIN BAND FM TRANSCEIVER 


DRH-5705X/HX 


取扱 説明 書 


COL トラン シー バー を お 買上 ば いた だ きま し て あ 
り が と う ご ざ いま す 。 

本 機 の 機能 を 充分 に 発 押さ せ て 効果 的 に ご 使用 いた だ く 
た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み 下さ 
い 。 ま た この 取扱 説明 書 は 必ず 保存 下さ い 。 ご 合用 中 の 
不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 お 役に立ち ます 。 


昌 | 
JJ し イー 電子 株 式 会 社 


この 無線 槻 を 合用 する に は 、 郵 改 省 の アマ チュ ア 無 張 局 の 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 アマ チュ ア 無 線 以 外 の 通信 に は 使用 で きま せん . 


目次 


本 機 の 特長 AOIESSSSGISG 人 ET お 2 
履 SHOEonhihNIT 和 生生 

2. 接続 - 4 

2-1. モー こじ 生計 る 坦 HFP 4 

2-2. 2 ASA Seeneoea5eee5 有 PSPET 和 KK ら 

3. 操作 前 7E 6 

3- 1 各部 の 名 称 と 機能 有人 6 

SS 52EVOMR7N ボ MNONAI MMWKARuPnRee2GNAG900PUr RSS2eROREIRR 和 2 6 

Safo の Es 人 70 沙 小 NSPOSGWniMenemeeOaenwntede2 人 20000 ao 8 

=: 人 E3 こ り アル mtT ワ ワ ワウ ワウ タク ーー 10 

3: に 4 マイ ク 日 ポ ボ oneonennvoWeoooacru が motetettnMNRRNIE 10 

3-2- 1 チャ ン ネ ルス テ ッ プ の 選択 YO 11 

3③- の - 2 メモ リー 書込み TING 11 

339 いな 邊 ーー 純 光 機能 NO NNN 和 GMR 1 1 

3-2- 4. ビ ー プ 者 OONOEF ドー 12 

3-2- 5. スリー 2 ッ プ 機 能 ーー 上 EPR 

3-2- 7』 2 ー ソ 周波 数 の 設定 ミス おす ONS 43 

3-2- 8 プラ イオ リティ 機能 TRS 13 

3-2- 9. EN 計 際 本 よわ 2 13 

3-2-10. サフ バン ド 押 昌 作 14 

2: 克 まや ツ 動 作 wfeerhnheotnronntetennett の 0200 和 2 16 

3-3-3. トニ ーッ ツ ス ケル チ 析 態 eeteeen Penoinnount0 が Ni 17 

3-3-4. ABX (オー トバ ンド エク スチ ェ ン ジ ) YO も 18 

3-3-5. 一 波 受信 / 二 注 同 時 愛 信 ……………… TTF は 18 

3-4-1. シン プレ 2 0 昌 昌 PPEEEYKEXCIOEEEECEAAKAGEIIUSIEIIII 18 

3-4-3. BS 隔て い せよ 20 

cs 85 トー シド の や デ ゎ ?+ ぞ モデ” 20 

3-5. リ セッ ERREEREPOEEPEPY72EE は LEIS 日 EEEPEYOTGEHE は 21 

3-6- 1. レビ ピー ター と は 本 PP だが すい また チ バス VCO 21 

3-6-2. JARL 制定 レビ ピーター 用 入出 力 周 涼 数 (430 MHz 癌 ) 2 

3-6-3. レビ ピー ター の 運用 時 OLIOCKHPL な KEKS は UNREAL 22 

90P 2 に 2 千 に つじ て NN NeU の We 5 23 

上 . 保守 半生 FEYHCCKIKS 人 CCAEYSISGCMC2 25 

4- 1. あー サー ビス WARP RAUU22MRRISERRDEN2 25 

2 

衝 - 2- 問 信 TREE 2 25 

4-3. マイ クロ コン ピュ ー = の ー の メモ リー バックアップ 用 リチウム 電池 の 交換 … 5 

5. MNO NR 人 RPM が RAR 26 

2 日 博 書 の 書き で oilePNielheeweenwonowonntnnntststoo ィ ntt クィ ク 9cc 全 人 26 

6. 定格 6 が 2 は 2AKA0H 0 29 


ii 


し 生 ぶ IO2HPR TE 了 


敢 WM291 て ウ ーー ェ ーーー! 


本 機 の 特長 


田 テ レ ホ ン 感 覚 の 同時 送受 信 運 用 が 可能 較 ス キャ ン 機 能 は 4 種類 
144 MHz 淀 と 430 MHz 帯 で , それ ぞ れ 送信 及び 受 ⑦ プ ログ ラム スキ ャ ン 


信 (ある い は , その 逆 も 可 ) を 同時 に 行なう . テレ ホ VFO モー ド に て . メモ リー チャ ン ネ ル の 7.8 チ ャ 
ン 感 覚 の 同時 送受 信 * ウ ロス パン ド ・ フル デュ ー ブ プレ ッ ン ネ ル に スキ ャ ン さ せ た い 周波 数 施 囲 を メモ リー させ 


クス ) 軍用 が 可能 で す て . スキ ャ ン を スタ ー ト させ る と プロ グラ ム ス キ ャ ン 
こみ いっ た 会 話 や 、 テ ン ポ の いい 会 庄 の 時 に は 、 便 に な り ま す 。 


利 な 機能 で す 。 ⑨ メ モリ ー ス キャ ン 
メモ リー モー ド に お いて . スキ ャ ン を スタ ー ト させ 
さく * 下 = ー3 人 ビ 
置 2 バン トド 同時 受信 可能 る と メモ リー スキ ャ ン に な り じ ま す 。 
VHF と UHF の 2 つの バン ド を 同時 に 受信 で きま す 。 メイ ン , サブ と も 最大 10 チャ ン ネ ル メ モリ ー を ス 
キャ ン し レ ま す 。 


還 2 バン トド 独立 表示 
2 つの バン ド 共 , 各々 独立 し た 周波 数 表示 器 や S メー 
タ , ある い は BUSY イン ジ ケ ー タ の 機 旧 を 持っ て いま 


③VFO スキ ャ ン 
VFO モー ド に て メモ リー チャ ン ネ ル の 7.8 チャ ン 
ネル に 同じ 周波 数 を メモ リー させ て スキ ャ ン を ス 


9 ター ト さ せる と VFO スキ ャ ン に な り ま す 。 
較 2 バン ド 独 立 ボ リュ ー ム & ス ケル チ その 融 域 全 て を 設定 され て いる チャ ン ネ ルス テッ 
2 つの バン ド 共 , 各々 独立 し た ボリ ュー ムツ マミ と プ に て スキ ャ ン し ます 。 
スケ ル チ ッ マミ を 持ち , 各 バ ンド を 姓 々 好み の 音 旦 や ④: プ ライ オリ ティ ー 
スケ ル テ チ 感 度 に 合わ せる こと が で きま す 。 特定 の 周波 数 を 5 秒 に 1 回 受信 する ブラ イオ リ 


画 ト ー ン エン コー ダー/ トーン スケ ル チ ヂ 周 波数 を 
2 バン ド 別 々 々 設定 可能 又 や ②③ の を スキ ャ ン は BUSY スキ ャ ン か ら ワ > 
オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ-5U) を 取 タッ チ で 空き チャ ン ネ ルス キャ ン に 切換 え 如 能 で す 。 


付け る と , トー ン エ ンコ ー ダ ー プ スケ ル チ 周 波数 を 2 画 多 種 多 条 な ビー ブ 音 


バン ド 別 々 に 設定 し た 使い 方 も 可能 で す 。 ろ 
各 キ ー の 操作 時 に 50 種類 以上 の 多彩 な ビー プ 音 を 発 
古 の ス ル ァ 運 ドア ルン こ 3 まで 
同時 送受 信 時 の スケ ル デ 胃 用 等 の 楽し か 方 が で きま よし 各種 アラ ー ム と し て 動作 し ます 。 


し 
題 ボ ケッ トペ ベル 機能 
調 夜 問 照明 付 特定 の 相手 か ら の 呼び 出し が あっ た と き に ピー プ 音 
操作 パネ ル 上 の つま みや 操作 ボタ ン は . 褒 問 の モー ビ を 発生 する と 共に , 呼び 出し が あっ た こと を 表示 する 
ル 軍 用 に 景 遂 な よう に . 見 や すい 照明 付 で す 。 こと が で きま す 。 
特に ビ ピア ノ タ ッ チ 作 ポタ ン は , アン バー の シャ ワー 必 ARA (アク ティ プレ ビー タ ア シス ト ) 
220 放 に の 9 レビ ー タ の 周波 数 吉 の み を スキ ャ ン す る の で , 短 時 
硬 液 昌 「 間 で レビ ー タ を 捜し 出す こと が で きま す 。 
DR-572SX/HX は モノ トー ン 液 晶 , DR-570SX/HX 還 デ ュー プレ クサ ー 内 蔵 
は カラ ー 液 昌 を 栄 用 し て いま す 。 周 注 数 ・ メ モリ ー デ チャ デュ ー プ レク サー 内 飛 に より , 2 バン トド (44/ 
ン ネ ル ・ レ ビー ター 動作 ・ ト ー ン 動作 ・S/RF の ダグ ラフ 430 MHz) 用 アン テ ナ を 使用 し ます と , 無線 機 と の 接続 


イィ ッ ク 表 示 等 は . 昼夜 を 問わ ず 人 適 な モー ビル QSO を 月 ケー ブル は 1 本 で すみ , 大 交 総 済 的 で す 。 
実現 し ます 。 田 ト ー ン スケ ル チ 運 用 も 対応 (オブ プ ション) 
較 ロッ ク 付 マイ ク を 標準 装備 ボワ ジョ 0 NG 0 
標準 半 場 マイ ク は 。 PTT/UP/DWN の リモ コン スイ ッ 生け る と 37 直り の トー ンス ケル チ 四 理 が で きま す 。 
チ の 他 に . この UP/DWN の 誤 操 作 防 止 用 の ロッ クス 置 ABX 機能 
イッ チ 付 で す 。 ま た ポ デ ィ ー は 手 に な じ む ティ アタ イブ サブ バン ド に 信号 が 入っ て スケ ル チ が 憶 い た と き 自 
の マイ ク で す 。 動 的 に バン ド を 入れ 換え る こと が で きま す 。 


丁 そ の 他 の 機能 


田 チ ャ ン ネ ルス テッ プ は 5 種類 


VFO モー ド で ステ ッ プ UP (又は DOWN) させ る チャ フロ ント パネ ル 和 面 の キー ロッ ク 機 能 ス イッ チノ 送受 信 
ン ネ ルス テッ プ は , 5kHz/10 kHz/ 12.5 kHz/20 kHz/ 周波 数 を 反転 する リバ パー スス イッ チノ メモ リー スキ ッ プ 


25 kHz の 5 種類 の 中 か ら 任意 に 選ぶ こと が で きま す 。 概 能 アプ スプリット 家 用 蔵 能 等 。 


回 本 取扱 説明 午 に 記載 ご れ て いる 場合 を 除き , ケー ス な ど 
を 外し . 内 部 に ふれ る こと は さけ て くだ さい 。 内 部 に 手 
を ぶれ る と 態 電 . 故障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


箇 夫 紅 日 光 の 当たる 所 、 明 房 器具 な ど 発 熟 物 の 近く は さけ 
て くだ さい >。 


一 花 び ん , 化 六 品 な ど 水 の 入っ た も の は . セッ ト の 上 に 置 
か な いで くだ さい 。 ま た ., 湿気 の 多い 所 は さけ て くだ さ 


しい 。 


古 攻 熱 を よく する た め 束 か ら 10 cm くら い 札 し て くだ さ 
も 1。 


還 ほ こり , 振動 の 少な い 安 定 し た 場所 に セッ ティ ング し て 
くだ さい )。 


還 本 セッ ト は DC 13.8V (一 ) 織 地 有田 で す 。 


1. ご 便 用 の 前 に … 必 すず お 鞍 み くだ さい 。 


陣 DC 支 定 化 滞 源 を 使 月 する 場合 . ぬれ た 手 て で AC 電源 プ 
ラグ の 抜き 差 し を 行い ます と 司 吉 する お それ が あり ま 
す 。 絶 対 に し な いで くだ さい 。 


一宮 当 コ ー ド を 引っ ぱっ た り 無 理 に 折り まげ た り . 継ぎ 足 
し た りす る こと は , 通電 し な く な っ た り . ショート の お 
それ が あり ます の で し な いで くだ さい 。 


置 万 一 . 煙 が 出 た り . 変 な 臭い が する 場合 . 電源 スイ ッ チ 
を すばやく ぐ OFF に し て . 時 流 コー ド を 抜い て くだ さい 。 
その うえ 速やか に 購入 店 また は 最寄り の 当社 サー ビス 窓 ・ 
ロ へ ご 軍 絡 くだ さい 。 


田 チ ュー ナー. テレ ビ な ど , 他 の 機器 に 妨害 を 与え る よう 
な と き は , 臣 離 を 難し て 設置 し て くだ さい 。 


還 混 度 の 高い 所 や や . 冷た い 所 か ら 急 に 暖 が い 所 へ 移動 し ま 
す と 製品 に 叶 が つく 場合 が あり ます 。 暑 叶 が つく と 製品 の 
動作 に 悪影響 を 与え , 故 明 の 原 還 と な り ま す の で , よく 
乾燥 させ , 器 を よく 取り 除い て か ら ご 使用 くだ さい 。 


すき 


運用 時 の ご 注意 


NgTetr eeeWreonaa 


ハム バン ド の 近 ぐ に ば au 人 要 な 場合 は 符 才 の 妥 を 人 る 


て いま す 。 これ ら の 無線 局 の 近く で 電波 を 発 刺 する と ア " 


マチ ュ ア 無 緑 司 が 電波 法令 を 意 足 し て いて も 。 思わ ぬ 電 了 P 和 Pi 


こごり ます ので 。 和 動 運用 な ど に は 中 織 局 周辺 な ど 。 


WDBC ヨ コー ドーー 
@ マイ クロ ホ ツ ジー 
を EYES 


に っ 計 の 生 


トコ に 
2-1. モー ビル で 運用 する 場合 
③ 車 載 ア ング ゲル の 取付 方 法 

図 の 様 に 車載 アン グル を 車 に 取付 け , 付属 ビス で 不 体 を 

① 取 付 場所 プ ブラケット に 取付 け て くだ さい 。 
ご 使用 の 車種 に より 重 内 レイ アウ ト は 異 り ます が , 操作 
性 安全 運 玩 の 面 か ら 最 適 の 場所 を みつ け て くだ さい 。 
と ぐ くに, ひざ が セッ ト に 当ら な い 様 な 場所 を 選ん で くだ 
ざい 。 又 、 趣 授 振 動 が 伝わる 場所 や や. カー ヒー ター の OX 
出し 口 な ど セ ッ ト の 温 が 上 昇 する 場所 は さけ て ぐ くださ. 


* 責 通 孔 5 以上 を あけ た 場合 > 


ボディ M5 ナッ ト 


@ 電 大 の 接続 方 法 
本 機 は 13.8V 用 で す 。 ト ラッ ク な ど 24V バッ テリ ー の 
車 は , 直接 拉 続 する こと は 出来 ませ ん 。 

ヌ ,(-) 援 地 車 で ご 使用 くだ さい 。 まれ に (接地 還 2 
が あり ます が その 場合 は 最寄り の 販売 店 又は 当社 サー 席 アン グル 人 
ビス 窓口 で ご 相談 くだ さい 。 

吉 当 は . 13.8V を ご 使用 くだ さい 。 車載 で ご 使用 に な 

る 場合 は バッ テリ ー に 下 挨 接続 し て くだ さい 。 シ ガー プ 

ラグ を 使用 され ます と 、 電源 の 供給 が 不安 定 に な り ま す  ・ 〔 孔 と し て 4 土 0.2 を あけ た 場合 ) 

の で . 住 能 が 保持 で きま せん 。 

電源 コー ド の 赤 を プラ ス ( 二 ) 極 に 、 黒 を マイ ナス (一) 極 


に 授 続 し て くだ さい 。 極性 を 間違い ます と , トラ ン シ ー MA 
バー が 域 れる 事 が あり ます 。 証 工 アン グル MSx20 mm タッ ピン グ ビ ス 


2-2. 固定 で 運用 する 場合 


③④ モー ビル アン テ ナ の 取付 方 法 電源 に つい て 
本 機 は . デ ュー プレ クサ ー を 内 蔵 し . アンテナ コネ クタ ー 固定 局 と し て 使用 する 場合 、 安 定 化 常 源 を ご 使用 くだ さ 
(M 型 ) を 1 頒 と し て いま す の で . 下 販 の デュ アル バン い 。 
ド 用 (144 MHz と 430 MHz): アン テ ナ を 授 続 する こ 送信 時 SX で は 約 3.5A. FHX で は 約 10A 添 れ ます の で 
こと を お すす めし ます .。 V.U 別々 の アン テ ナ を 2 本 使用 安定 化 霊 源 の 容 箇 に は 充分 祭 傘 の ある も の で , 高安 定 の 
する 場合 は . アン テ ナ 共 用 器 , 変換 コネ クタ ー 等 が 必要 も の を ご 使用 くだ さい 。 
に な り ま す 。 当社 の 電源 を 使用 され る こと を お すす めし ます 。 
科 続 は . 赤色 が ( 十 ), 黒色 が (一 ) と な る 様 に 付属 の リー 
デュ ー プ レク サー 内 感 T: デュ ー プ レク サー ド 線 で 配 控 し て くだ さい 。 
! 。 (アンテ ナ 共 用 器 : 
本 体 ! 
“ーーー キト 


デュ アル バン ド 用 アン テ ナ 便 用 時 V・.U2 本 の アン テ ナ 使 用 時 


同 動 ケ ー ブ ル は 500 の も の を お 使い くだ さい 。 


する 必要 が あり ます 。 確実 に 取 じ 付 に て くだ さい 。 


モー ビル アン テ ナ 取 革 図 


「 
ルー フサ イド 胡 台 
| 
ンー GT や 3 


② 固 定 用 アン テ ナ に つい て 

アン テ ナ は , 交信 する 上 に お いて 極め て 重要 で す 。 性能 
の 良い アン テ ナ を ご 使用 くだ さい 。 

市 上 馬 さ れ て いる アン テ ナ に は 無 指向 性 の グラ ンド プレ ー 
ン ア ン テ ナ や , 指向 性 の 八 本 ア ン テ ナ な ど が あり ます 。 
運用 目的 , 設置 場所 に 応じ て お 選び くだ さい 。 叉 , 同 男 
ケー ブル は . 出来 る だ け 太 いも の を (5D2V 以上 ) 短く 
し て ご 使用 くだ さい 。 


マグ ネッ ト 基 台 


3. 控 作 。。= っ 上 


3-1. 各部 の 名 称 と 機能 


3-1-1. フロ ント バ パネル 


介 メ イン タダ タイ ヤル 電源 スイ ッ チ メイ ン VOL (音量 ) ツマ ミ 
メイ ン バ ン ド の 送受 信 周 波数 ., メモ リー チャ ン ネ ル , 左 回 し きり で , 電源 OFE に な り ま す 。 メ イン バン ド の 
周波 数 ステ ッ プ , トー ン 周 肖 数 の 選択 に 使用 し ます 。 音 二 の 調整 に 使用 し ます 。 時 計 方 向 に 回 し ます と 培 曇 

が 増加 し ます 。 

MHz UP キー 

送受 信 周 波 致 を MHz 単位 で 上 げ る 時 に 使用 し ます 。 ⑩ メ イン SQL (スケ ル チ ) ツマ ミ 
メイ ン バ ン ド の 環 信 号 時 の ノイ ズ を 消す た め の ツ マミ 

@MHz DOWN キー で す 。 時 計 方 向 に 回 す と ノイ ズ が 消え ます 。 反 時 計 方 
送受 信 周 波数 を MHz 単位 で 下げ る 時 に 使用 し ます 。 向 に 回 し 切る と ノイ ズ が 聞こ えま す 。 

⑳LCD バネ ル サブ VOL (音量 ) ツマ ミ 1 
LCD に 送受 信 居 波 政 , メモ リー チャ ン ネ ル な ど , その サ プ バ ンド の 音量 の 調整 に 使用 し ます 。 時 計 方 向 に 回 
時 の 状態 を 表示 し ます 。 (3- 1-2. LCD パネ ル ) し ます と 理 早 が 幅 加 レ し ます 。 

MR キー ゆ サ ブ SQL (スケ ル チ ) ツマ ミ 
メモ リー 動作 を 設定 する 時 に 使用 し ます 。 サブ バン ド の 無 信 号 時 の ノイ ズ を 消す た め の ツ マミ で 

す 。 時 計 方 向 に 回 す と ノイ ズ が 消え ます 。 反 時 計 方 向 
⑬VFO キー に 回 し 切る と ノイ ズ が 闘 こえ ます 。 
VFO 動作 に も どす 時 に 使用 し ます 。 送 受信 周波 数 が 変 
えら れる よう に な り ま す 。 師 SCAN キー 
スキ ャ ン 動 作 を ON/OFF する キー で す 。 

@H/L スイ ッ チ 
送信 出力 を Hi/Low に 切換 える スイ ッ チ で す 。 押 し 込 D フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
ん だ 状態 で Low パワ ー に な り ま す 。 ファ ンク ショ ン 下 能 を 設定 する 時 に 使用 し ます 。 

(一 3-2. ファン クシ ョ ン 林 能 の 説明 ) 

サブ ダイ ヤル 
サ プ バ ンド の 受信 周波 数 メモ リー チャ ン ネ ル , 周波 DSHIFT キー 
数 ステ ッ プ . トー ン 周 波数 の 選択 に 使用 し ます 。 シフ ト 方 向 の 切換 え 及 び ス プリ ッ ト 動 作 の 設定 に 使用 

し ます 。 1 回 理 す ご と に モー ド が 下記 の 順 序 で 変化 し 
ます 。 


シン プレ ックス ー (一 ) シ フト ー ( 十 ) シ フト ー スプ リッ ト 軍 用 


ABX キー 
サ プ ブ パ ンド に 信号 が 入っ て スケ ル チ が 閑 く と 自動 的 に 
バン ド を 入れ 笑え る ABX 機能 を ON/OFF する キー で 
す 。 


TONE キー 
送信 時 に 88.5 Hz の トー ン 周 波数 を 送信 する トー ン エ 
ンコ ー ダ 機能 を ON/OFF する キー で す 。 オ ブ プション の 
トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ-5U) を 取付 けた 時 に は 37 
波 の トー ン エ ンコ ー ダ . トー ンス ケル チチ 機 革 を 
ON/OFF する こと が 可能 と な り ま す 。 ・※※1) 


介 TWIN キー 
サブ バン ド を ON/OFF させ る キー で す 。 


REV キー 
シフ ト 中 又は スプ リッ ト 動 作 中 に 送受 信 周波 数 を 反 守 
させ る キー で す 。 


(※1 1 回 押す ご と に 下記 の 順序 で モー ド が 変化 し ま 
す = 
(オプ ショ ン こ 5U が な い 場 合 ) 


る ン OFF 一 88.5 Hz トー ー フ 


(オプ ショ ン EJ-5U を 装着 し た 3 


2 ン QFF 一 トー ジ ON 一 トー シス ジリ チ 20、 


⑳MUTE キー 
サブ バン ド の 音量 を 約 20 GB (か すか に 聞 ご える 程度 > 
下げ ば る キー で す 。 


⑳BAND キー 
メイ ン バ ン ド の 周波 数 吉 を 入れ え る キー で す 。 


人 9CALL キー 
コー ルチャ ン ネ ル (メモ リー チャ ン ネ ル 0" ) を 呼び 
出す キー で す 。 コ ー ル チャ ン ネ ル が 呼び 出さ れる と 
CALL が 表示 され ます 。VFO キー で コー ルチャ ン ネ ル 
を 呼び 出す 前 の チャ ン ネ ル に 戻り ます 。 


人 マイ クロ ホン 端子 
付 情 の マイ クロ ホン を 接続 し て くだ さい 。 


3-1-2. LCD パネ ル 


1 2 3 4 


いい 
に > 


中 ロロ ロロ ロロ 9 


6 w ロロ 中 ロロ し ' の 


17 2 (DD 21 


妙 メ イン バン トド 周波 数 表示 
メイ ン バ パンド の 送受 信 周 波数 .、 チャン ネル ステ ッ プ 」 
トー ン 周 波数 を 表示 こま す 。 


人 め ON AIR 表示 
送信 状態 の 時 に 表示 し ます : 


介 メ イン バン ド CALL 表示 
メイ ン バ ン ド の コー ルチャ シン ネル 呼び 出し 中 に 表示 し 
ます 。 


メイ ン バ ン トド CTCSS 表示 
オプ ショ ン (EJ-5U) を つけ た 時 , メイ ン バ ン ド で トー 
ン 居 波数 の 一 致し た 信号 の み を 受信 する トー ンス ケル 
チ 動 作 中 で ある こと を 表示 し ます 。 


め メ イン バン トド PRI 表示 
メイ ン バ ン ド が プラ イオ リティ 動作 中 で ある こと を 表 
示し ます 。 


REV 表示 


@ デ ュー プレ ックス 表示 
デュ ー プ レッ クス モー ド で 動作 中 に 表示 し ます 。 


TONE 表示 
送信 中 に トー ン が 付加 され る こと を 表示 し ます 。 


サブ バン ト CALL 表示 
サ プ バ ンド の コー ルチャ ン ネ ル 呼 び 出し 中 に 表示 し ま 
す 。 
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似 サ ブ バ ンド CTCSS 表示 
オプ ショ ン (EJ- 5U) を つけ た 時 . サ プ バ ンド で トー ジン 
周波 数 の 一 致し た 信号 の み を 受信 する トー ンス ケル チ 
動 在 中 で ある こと を 表示 し ます 。 


サブ バン ド PRI 表示 
サ プ バ ンド が ブラ イオ リティ 動作 中 で ある こと を 表示 
し ます 。 


人 DMUTE 表示 
サブ バン ド の 音量 を き げ る ミュ 
を 表示 し ます 。 


ー ト 動作 中 で ある こと 


⑯LOCK 表示 
PTT スイ ッ チ , VFO キー 以外 の すべ て の キー 及び ダイ 
ヤル が 動作 し な い 状 態 を 表示 し ます 。 


ARA 表示 
ARA (アク ティ ブレ ビー タ ア シス ト ) 動作 中 で ある ご 
と を 表示 し ます 。 


⑯ABX 表示 
ABX (オー トバ ンド エク スチ ェ ン ジ ) 動作 中 で ある ご 
と を 表示 し ます 。 


全 フ ァ ン クシ ョ ン 表 示 
ファ ンク ショ ン 義 能 が 設定 され た こと を 表示 し ます 。5 
秒 以 内 に 次 の 操作 を 行なっ て くだ さい 。 


メイ ン バ ン ド メ モ リー チャ ン ネ ル 番 号 表 示 
動作 中 の メイ ン バ ン ド メ モ リー チャ ン ネ ル 秋 号 を 表示 
し ます 。 


メイン バン トド BUSY 表示 
メイ ン バ ン ド の スケ ル チ が 開い て いる 時 に 表示 し ます 。 


メイ ン バ ン ド ボ ポケ ッ ト ベ ル 表 示 
メイ ン バ ン ド の ポケ ッ ト ベ ル 機 能 が 動作 中 で ある こと 
を 表示 し ます 。 


砂 メ イン バン ド MHz デシ マル ボイン ト 
小数 点 表 示 で す 。 送 受信 周波 数 表示 の 場合 は この 表示 
より 左側 が MHz に な り ま す 。 
トー ン 周 波数 表示 の 場合 は Hz に な り ま す 。 
スキ ャ ン 動 作 中 は 点 減 表 示 を し ます 。 
メモ リー チャ ン ネ ル で メモ リー スキ ッ プ に 選択 され て 
いる と 消灯 し ます 。 


償 メ イン バン トド S/RF メー タ 
受信 時 は メイ ン バ パンド の S メー タ と し て , 送信 時 は メ 
イン バン ド の RF メー タ と し て 働き ます 。 


人 ゆ メ イン バ ン ド kHz デシ マル ポイ ント 
メイ ン バ ン ド の 小数 点 表 示 で す 。 
この 表示 より 左側 が kHz に な り ま す 。 
空 チ ャ ン ネ ルス キャ ン 中 は 点 減 表 示 を し ます 。 


維 サ ブ バ ンド メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 表 示 
動作 中 の サ プ バ ンド メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 を 表示 し 
ます 。 


ゆり サブ バン ド ポ ケッ ト ベ ル 表 示 
サブ プ バ ンド の ポケ ッ ト ベ ル 機 能 が 動作 中 で ある こと を 
豆 示 し ます 。 


5 サブ バン ド MHz デシ マル ボイン ト 
サ プ バ ンド の 小数 点 表示 で す 。 受 信 周 波数 表示 の 場合 
は この 表示 より 左側 が MHz に な り ま す 。 
その 他人 @ と 同様 で す 。 


⑳ サ プ ブ バ ンド BUSY 表示 で す 。 
サ プ バ ンド の スケ ル チ が 開い て いる 時 に 表示 し ます 。 


償 サ ブ バ ンド S メー タ 
サブ バン ト 受 信 時 の S メー タ と し て 往 き ます 。 


@⑧ サ ブ バ ンド kHz デシ マル ポイ ント 
サ プ パ ンド の 小数 点 表示 で す 。 
この 表示 より 左側 が kHz に な り ま す 。 
只 チ ャ ン ネ ルス キャ ン 中 は 点 減 表示 を し ます 。 
旭 サ ブ バ ンド 周波 数 表示 
サ プ パ ンド の 受信 周波 数 . チャ ン ネ ルス テッ プ , トー 
ン 選 波数 を 表示 し ます 。 


0 サ ブ バ ント 表示 
ご この 衰 示 が 点灯 中 は . サブ プ バ ンド の 操作 が で きま す 。 
サ プ バ ンド 操作 で は 以下 の 動作 が で きま す 。 
1. サブ パン ド プ ログ ラム スキ ャ ン 
サブ バン ド メ モ リー スキ ャ ン 
. サ プ バ ンド VFEO スキ ャ ン 
. サブ バン ド 底 き チャ ン ネ ルス キャ ン 
. サ プ バ ンド プラ イオ リティ 動作 
、 サ プ バ ンド シフ ト 方 向 の 設定 
. サ プ バ ンド トー ン 及 び ト ー ン スケ ル チ の 設定 
. サ プ バ ンド リバ ー ス モー ド の 設定 
9. サ プ バ ンド コー ルチャ ン ネ ル の 呼び 出し 
10. サ プ バ ンド メモ リー モー ド の 設定 
11. サブ プ バ ンド VFO モー ド の 設定 
12. サブ バン ドス キッ プチ ャ ン ネ ル の 策定 
13. サブ プ バ ンド トー ン 周 波数 の 設定 
14. サブ バンド チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 
15. サブ プ バ ンド ポケ ッ ト ベ ル 機 能 の 設定 


oo の wm Ro) 


この 表示 が 点灯 中 は ⑥⑦⑧ の 表示 は サブ プ バ ント ド 仙 の 
状態 を 表示 し ます 。 


3-1-3. リア バネ ル 


| 


@ ア ン テ ナ 端子 
144 MHz. 430 MHz 得 共 用 の アン テ ナ コ ネクター で 。, 
イン ピー ダン ス は 500 で す 。 本 体 に , デュ ー プ レク サー 
(アン テ ナ 共 用 器 ) を 内 感 し て いま す の で , 市 販 の アン 
テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 50 Q の M 型 同 題 プラ グ 付 き デ ュ 
アル バン ド (144 MFz/430 MHz : 用 アン テ ナ を 授 
続 し て くだ さい 。 


ぬ 電 源 コ ネクター 
付属 の 電源 コー ド を 接続 し て くだ さい 。 電 源 コ ー ド は . 
赤色 が プラ ス ( 十 ) 橿 , 黒色 が マイ ナス (一) 極 に な る 
様 正しく 接続 し て くだ さい 。 


夫 外 部 スピ ー カ ーー 英子 
外部 スピ ー カ ー の 接続 六 子 で す 。 イ ン ピ ー ダ ンス は 
8n で す 。 


3-1-4. マイ クロ ホン 


⑩ の 9UP/DWN (アッ プ ノ ダ ウン ) キー 
送受 信 周 波数 , メモ リー チャ ン ネ ル , 周波 序 ステ ッ プ 
トー ン 周 波数 を アッ プ ま た は ダウ ン さ せる スイ ッ チ で 
す 。 押し 続け る と 連続 し て 変化 し ます 。 


⑲PTT (プッ シュ ・ ト ゥ ・ ト ー ク ) スイ ッ チ 
提 し て いる 間 , 送信 状態 に は な り ま す 。 ま た , スキ ャ ン 
MHz. 周波 数 ステ ッ プ の 選択 . トー ン 周 肖 数 の 選択 の 
動作 中 に この スイ ッ チ を 押す と , その 動作 が 解除 され 
ます 。 


UP/DWN ロッ クス イッ チ 
スイ ッ チ を ロッ ク に する と マイ ク の UP/DWN キー を 働 
か な くす る こと が で きま す 。 
マイ ク で UP/DWN し た く な い 時 に 現用 レ し て ください)。 


マイ クロ ホン 上 端 子 接続 図 (セッ ト の 正面 より 見 た 図 ) 


GND⑧ ②⑨GND (MIC) 
MIC① ・ 
2TT の ② ⑯NC 
DWNS 
UP④ ⑤DC5V ( 曇 大 70mA) 


ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と 5 秒間 [F] 表 示 が 点灯 し ま oN mi CTcSS PRi REV -+ を T CTCSS PA MUTE 


3-2. ファ ンク ショ ン 機 能 の 説明 


< 7 唱 ) ロ 
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[表示 点灯 中 に 他 の キー を 担 す こと に より ファ ンク ショ sx 4 すり. り .5 明 表 要 5 
ン 閣 能 を 動作 で きま す 。 日 mgmt 人 日 」 keimM 


3-2-1. チャ ン ネ ルス テッ プ の 選択 
1 4. 現在 の メイ ン バ パン ド の テ ャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され 
ます 。 


5 6 4 


5. メイ ンダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と メイ ン バ ン ド の 
チャ ン ネ ルス テッ プ が 下記 の 順 で 変化 し ます 。 


5kHz ~ 10 kHz 一 12.5kH2AN マイ クロ ホン の UP 
(2 線 キー を 押す メイ ンダ 


25kHz 一 20kHz ィ ヤル を 時 計 方 向 に 回 
また メイ ンダ イヤ ル を 反 時 計 方 向 に 回 す と , 人 逆 の 順序 
1. VFO キー を 押し て VFO モー ド に し ます 。 で 変化 し ます 。 
2. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 6. チャ ン ネ ルス テッ プ を 選択 し た ら 
3. iF ! 表 示 が 点灯 し て いる 剛 に STEP キー (REV キー) いずれ か の キー を 押し て ぐだ さい 。 受信 周波 数 の 表示 
を 押し て くだ さい 。 に 戻り ます 。 


3-2-2. メモ リー 書込み 

1. VFO モー ド で あら か じ め 書 き 込み た い 周波 数 を 選択 し 
て お いて くだ さい 。 

2. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 

3- |F] 表 示 が 点灯 し て いる 間 に メ イン ダイ ヤル 又は マイ ク 
ロホ ン の UP/DWN キー で メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 
し て くだ さい 。 

4. MW キー (MR キー) を 提 す と メモ リー チャ ン ネ ル の 
内 容 が 書き 換え られ ます 。 

各 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル に メモ リー で きる 内 容 は 送受 信 
周波 数 と シフ ト の 状態 . リ バー ス の ON/OFF で す 。 
オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ-5U) を 取付 
ける と , さら に トー ン 周 波数 も メモ リー 可能 と な り ま 
す : 


3-2-3. キー ロッ ク 機 能 
1 の 4 1. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 。 
2. [F] 和 表示 が 点灯 し て いる 則 に VFO キー (LOCK キー) 
を 押し ます と LOCK が 表示 され ます 。 


LOCK 
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を 受け つけ な く な り ま す 。 
4. 再度 VFO キー を 押す と キー ロッ ク 状 態 は 解除 され ま 
す 。 


ーー 


3-2-4. ビー プ 音 の ON/OFF 


3-2-6. ARA( ア クティ ブレ ビー タ ア シス ト ) 機 能 


1. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 。 
2. [Fl 和 表示 が 点灯 し て いる 則 に ARA キー (ABX キー) 
を 押す と . ARA が 点灯 し , ARA 機能 が 動作 し ます 。 


ー {2 一 


1. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 。 

2. |[F] 表 示 が 点灯 し て いる 則 に BEEP キー (MUTE キー) 
を 鬼 す と ビー ブ 音 が 出 な く な り ま す 。 

3. 再度 ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て BEEP キー を 押す と 
ビー ブ 音 が 出る よう に な り ま す 。 


1. MR キー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 。 
2. メイ ンダ イヤ ル 又 は マイ クロ ホン の UP/DWN キー で 
メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


3. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 。 
4. |F| 表 示 が 点灯 し て いる 間 に SKIP キー (SCAN キー) 


を 押す と . MHz デシ マル ポイ ント が 消灯 し. その メモ 
リー チャ ン ネ ル は メモ リー スキ ッ プ が 設定 され ます 。 
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oe 


5. メモ リー スキ ャ ン 中 に , メモ リー スキ ッ プ が 選択 され 


て いる メモ リー チャ ン ネ ル は 飛び 直さ われ ます 。 


6. 再度 ファ ンク ショ ン キ ー を 多 し て SKIP キー を 押す と 


メモ リー スキ ッ プ は 解除 され MHz デシ マル ポイ ント 
が 点灯 し ます 。 


3. メ イン バン ド 出 で 439.98 MHz 一 439.00 MHz 間 を 
20 kHz ステ ッ プ で スキ ャ ン し レ し, レピータ 周波 数 で ス 
ケル チ が 開く と , スキ ャ ン が 停止 し , ピー プ 音 を 発生 
し ます 。(+ 3-7. ピー プ 音 に つい て ) 

4. スキ ャ ン を 再 団 す る に は SCAN キー を 押し て くだ さ 
い 。 


5. ス キャン 中 に メイ ンダ イヤ ル を 回 すか , マイ クロ ホン 


の UP キー 又は DWN キー を 畠 す と スキ ャ ン の 方 向 を 
変え る こと が で きま す 。 


6. ARA 機能 を 解除 する に は . 上 記 以 外 の いずれ か の キー 


を 押し て ぐだ さい 。 

VFO キー を 押し た 場合 は ARA 動作 前 の 周波 数 に 戻り , 
その 他 の キー で は ARA 動作 中 の 表示 周波 数 の まま と 
な り ま す 。 


3-2-7. トー ン 周 波数 の 設 


9. 」F」 表示 が 点灯 し て いる 間 に T.SET キー (TONE キー) 
を 押し ます と , 受信 周波 数 表示 に 変わ っ て 現在 の トー 
ン 周 波数 が 表示 され ます 。 
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4. メ イン ダイ ヤル を 避 す か マイ クロ ホン の UP/DWN 
キー を 押す と トー ン 周 波数 が 変わ り ま す 。 トー ン 思 流 
数 は 37 種類 の 選 沢 が 可能 で す 。 トー ンス ケル チ ユ ニッ 
ト (EJ-5U) を 装着 し な い 状 態 で は 88.5 Hz が 表示 さ 
れ . トー ン 周 肖 数 を 変え る こと は で きま せん 。 


1. オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ-5U) を 装 5. マイ クロ ホン の UP/DWN キー 以外 の いずれ な の キー 
閉 し ます 。 を 聞 す こと に より . 受信 周波 数 表示 と な り , トー ン 周 


2. ファ ンク シュン キ ー を 区 し ます 。 波数 設定 モー ド は 解除 され ます 。 


3-2-8. プ ライ オリ ティ 機能 
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『 EE っ 2 
メモ リー チャ ン ネ ル 側 で 信号 を 受信 し スケ ル チ が 開く 
と . ビー プ 飼 を 美 生 し ます 。 

5. いずれ か の キー 操作 で プラ イオ リティ 梅 能 は 解除 され 

1. VFO モー ド 又 は メモ リー モー ド に し ます 。 ます 。 

2. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 。 6. プ ライ オリ ティ 動作 中 に VFO 周波 数 倒 で PTT キー を 

3. [F| 表示 が 点灯 し て いる 剛 に PRIO キー (SHIFT キー 押す と . プラ イオ リティ 動作 を 一 時 停止 し , 送信 状態 
を 押す と PRI が 点灯 し .。 プラ イオ リティ 動作 と な り ま と な り ま す 。PTT キー を 離す た プラ イオ リティ 動作 を 
す 。 再開 し ます 。 メモリー チャ ン ネ ル 倒 で の PTT キー は 

4. プラ イオ リティ 動作 中 は , VFO 周波 数 と 現在 の メモ プラ イオ リティ 機能 を 解除 し , メモ リー モー ド に な り 
リー チャ ン ネ ル を 交互 に 受信 し ます 。 受信 時 間 は VFO ます 。 こ の 時 ., 送信 状態 と は な り ま せん 。 到 度 PTT キ 
周 当 数 5 秒 . メモ リー テ ャ ン ネ ル 周 波数 1 秒 で す 。 ー を 押す と 送信 状態 と な り ま す 。 


3-2-9. ポケ ッ ト ベ ル 機 能 
3. 待ち 受け 状態 か ら ス ケル テテ が 弾く と 、 ピ ー プ 音 を 発生 
する と 同時 に が 点 減 し ます 。 
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ご 注意 ) ビー プ 音 が OFF に な っ て いる と ポケ ッ ト ベ ル 
の ビー ブ 斉 も 出 ま せん 。 こ の と き は ファ ンク 
ショ ン キ ー を 押し た 後 , (5 秒 以 内 ) MUTE キー 
を 押し て ビー プ 斉 を ON に し て ご 合用 くだ さ 
い 。 


1. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 。 
2. [| 表示 が 点灯 し て いる 則 に BELL キー (CALL キー) 
を 押す と が 点灯 し , ポケ ッ ト ベ ル 機 能 が 動作 し ます 。 


4. 再度 , ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て BELL キー を 押す 
と ポケ ッ ト ペ ル 芽 能 は 解除 され , 》 は 消灯 し ます 。 
5. ポケ ッ ト ベ ル 機 能動 作 中 に PTT キー を 押す と 送信 状 
態 と な る と 同時 に , メイ ン バ ン ド 側 の ポケ ッ ト ベ ル 機 

能 は 懇 隊 され ます 。 
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3-2-10. サブ プ バ ンド 提 作 


3. SUB が 点灯 し て いる 状態 で 各 キ ー の 操作 を 行なう と 
下 の 表 の 様 な 動作 に な り ま す 。 SUB が 点灯 し て 何 の 
操作 も し な けれ ば 10 秒 後 に SUB 表示 が 消え て , メ 
イン バン ド の 操作 モー ド に 移り ます 。 何 ら か の キー 操 
作 を 行なう と その キー 操作 か ら 更 に 10 秒 闘 . サブ 採 
作 可 能 の 時 間 が 延長 され ます 。 

4.SUB が 点灯 し て いる 状態 で の マイ ウロ ホン の 
UP/DWN キー は サ プ バ ンド の 操作 と な り ま す 。 


1. ファ ンタ ショ ン キ ー を 苗 し ます 。 5. 再度 ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て SUB キー を 苗 す と 
2. |F| 表示 が 点灯 し て いる 恩 に SUB キー (BAND キー) SUB 表示 が 道 えて , メイ ン バ ン ド の 操作 モー ド に 戻り 
を 抑 す と SUB が 点灯 し サブ プ バ ンド の 操作 が 可能 と な ます 。 
り ま す 。 6. SUB が 点灯 し て いる 状態 で の PTT キー は , メイ ン バ 
ンド の 換 作 モー ド に 戻り メイ ン バ ン ド の 財 波 数 で 送 
信 状 態 と な り ま す 。 


ファ ング ション キ ー を 押し た 後 , 各 キ ー 人 
作 を 行なっ た 場合 の 動作 状態 
サブ バン ド の ファ ンク ショ ン 機 能動 作 状態 が 解除 ご 
れ ま す 。 [Fi は 浴 灯 し ます 。 


サ プ バ ンド の ファ ンク ショ ン 機 能動 作 状 態 と な りき 
す 。 [| 点灯 し ます 。 


メイ ン バ ン ド で の 操作 と 同じ で す 。 


キー 操作 後 の 動作 状態 
1 サ プ バ ンド の メモ リー チャ ン ネ ル 生 号 が 表示 され . 
Es | 
ABX ARA 
に 当 


メイ ン バ パン トド で の 操作 と 同じ で す 。 


サ プ バ パン ド 倒 の 表示 が 全て 疾 条 し メイ ン バ ン ド の み 
の 動作 と な り ま す 。 


サ プ バ ンド 側 の 表示 が 全て 消灯 し . メイ ン バ ン ド の 
み の 動 儲 と な り ま す 。 


(5 


SUB 表示 が 消え ,. メイ ン バ ン ド の 提 作 モ ー ド と な 
り ま す 。 
サ プ バ ンド の スキ ッ プ チャ ン ネ ル を 設定 し ます 。 提 
作 方 法 は メイ ン バ ン ド で の 坦 作 と 同じ で す 。 


SCAM 
SKIP 


サブ パン ド の スキ ャ ン を 行ない ます 。 ス キャ ン の 到 
類 は メイ ン バ ン ド で の スキ ャ ン と 同じ で す 。 
サ プ バ ンド に 設定 され た 叶 波 数 間 に シ フト の 有無 , 
訪 向 を 設定 し ます 。 


サブ バン ド の プラ イオ リティ 動作 を 設定 し ます 。 


サ プ バ ンド の トー ン 周 波数 を 表示 し ます 。 オ プシ ョ 
ン の トー シス ケル テ ユ ニッ ト (EJ-5U) を 取付 けた 時 
は , サブ プ ダ イヤ ル か マイ クロ ホン の UP/DWN キー 
で トー ン 周 波数 を 変え る こと が で きま す 。 
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サブ バン ド に 設定 され た 周 浸 数 融 に トー ン . 
CTCSS の 有 有 無 を 設定 し ます 。 


サブ パン ド の チャ ン ネ ルス テッ プ を 表示 し , サ プ ブダ 
イヤ ゼル な か. マイ クロ ホン の UP/DWN キー で テ チャ ン 
ネル ステ ッ プ を 変え る こと が で きま す 。 
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メイ ン バ ン ド で の 操作 と 同じ で す 。 


サブ バン ド に メモ リー 周 没 委 を 書き 込み ます 。 
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3-3. 受信 


3-3- 1. 周波 数 セッ ト 


1. VFO モー ド 
メイ ンダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と , 1 クリ ッ ク に 付 
ぎ き 1 チャ ン ネ ルス テッ プ だ け 周 波数 が UP し ます 。 叉 , 
反 時 計 方 向 に 回 す と 1 クリ ッ ク に 付き 1 チャ ン ネ ル 
ステ ッ プ だ け 周 波数 が DOWN し ます 。 ・ 
マイ クロ ホン の UP キー を 1 回 押す と 1 チャ ン ネ ルス 
テッ プ だ け UP し ます 。DWIN キー を 1 回 押す と 1 
チャ ン ネ ルス テッ プ だ け DOWN し ます 。UP キー, 
DWN キー は 押し つづ ける と 早送り に な り ま す 。 
周波 数 の UP/DOWN 中 に は , 下記 で . それ ぞ れ 異な 
る ビー プ 音 を 発生 し ます 。 
・500 kHz 毎 
・1 MHz 毎 
・ 上 限 周 流 数 か な ら 下 限 居 流 数 に な っ た 時 
・ 下限 周波 数 か ら 上 請 周 波数 に な っ た 時 
・ メ モリ ー に 書き 込ま れ て いる 周波 数 と 一 致し た 時 
(… 3-7. ビー プ 府 に つい て ) 


2. メモ リー モー ド 
メイ ンダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と 1 クリ ッ ク に 付き 
1 テ チャ ン ネ ル だ け メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が UP し ます 。 
又 反 時 計 方 向 に 選 す と 1 クリ ッ ク に 付き 1. チ ャ ン ネ 
ル だ け メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が DOWN し ます 。 
マイ クロ ホン の UP キー を 1 回 押す と 1 チャ ン ネ ル だ 
け メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が UP し ます 。DWIN キー を 1 
回 理 す と 1 チャ ン ネ ル だ け メ モリ ー チ テ チャンネル が 
DOWN し ます 。UP キー, DWN キー は 押し つづ ける 
と 早送り に な り ま す 。 
マイ クロ ホン の UP/DWN キー を 押し た 時 に は . 
メモ リー チャ ン ネ ル で 異な る ドレ ミ 音 階 の ピー プ 音 を 
発生 し ます 。(3-7. ピー ブ 人 に つい て ) 
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3. コー ルチャ ン ネ ル 
CALL キー を 押し て くだ さい 。CALL の 表示 を し て メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル “O" の 内 容 を 表示 し ます 。 


LTW 
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た だ し 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 番 号 は 表示 され ませ ん 。 
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3-3-2. スキ ャ ン 動 作 
メイ ンダ イヤ ル VFO キー 


メイ ンス ケル チ SCAN キー 
ツマ ミ 


スキ ャ ン 動 作 を させ る 前 に SQL ツマ ミ を 時 計 方 向 に 回 し 
て 無 信号 時 に ノイ ズ が 消え る よう に し て お いて ぐだ さい 。 

SCAN キー を 押す と スキ ャ ン 動 作 を 開始 し ます 。 無 信号 
時 に は 次 の チャ ン ネ ル に 移り ます 。 信 号 を 受信 する と その 
チャ ン ネ ル で 一 時 停止 し ます 。 信号 が な く な っ て か ら 2 


秒 後に スキ ャ ン を 再開 し ます 。 ま た 信号 を 受信 し て も キー 
操作 を 行なわ な か っ た ら 5 秒 後 に スキ ャ ン を 再開 し ます 。 
一 時 停止 中 に メイ ンダ イヤ セル を 回 すか . マイ クロ ホン の 
UP キー 又は DWIN キー を 押す と スキ ャ ン を 再開 し ます 。 
スキ ャ ン 中 は MHz デシ マル ポイ ント が 点 減 し て いま す 。 
いずれ か の キー を 押す こと に より スキ ャ ン は 解除 され ま 
す 。 ' 
ご 注意 ) スキ ャ ン の 方 向 は 最後 に 操作 し た メイ ンダ イヤ 
ル 又 は マイ クロ ホン の UP/DWN キー の 方 向 に 
な り ま す 。 又 スキ ャ ン 中 に スキ ャ ン の 方 向 を 変 
える こと が で きま す 。 
アッ プス キャ ン 中 に メイ ンダ イヤ ル を 反 時 計 方 向 に 回 す 
か . マイ クロ ホン の DWN キー を 字 す と ダウ ンス キャ ン に 
変わ り ま す 。 ま た ダウ ンス キャ ン 中 に メイ ンダ イヤ ル を 時 
計 方 に 回 すか マイ クロ ホン の UP キー を 押す と アッ プス 
キャ ン に 変わ り ま す 。 


* 3" は メモ リー スキ ッ プ が 
【 】 
介 。 選択 され て いる 。 
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1. プロ グラ ム ス キ ャ ン 
VFO モー ド で で きま す 。 
メモ リー チャ ン ネ ル の の ⑦" と 8" に あら か じ め ス キャ 
ン さ せ た い 周波 数 範囲 を メモ リー させ て お いて くだ さき 
い 。 
SCAN キー を 押す と "7", "8" 軸 を その 時 の チャ ン ネ 
ルス テッ プ で スキ ャ ン し て いき ます 。 


下限 央 波数 に 半生 きき 計 上 限 周 返 数 

("7 8B" ど ちら が 高い 周波 数 で も か まい ませ ん 。) 
表示 周 肖 数 が “⑦', "8" の 範囲 外 の 状態 で SCAN キー 
を 押す と , 表示 周波 数 より UP 叉 は DOWN 方 向 に ス 
キャ ン し て いき , 周波 数 が ⑦", "8" 間 と な る か が, 上 限 
周波 数 又は 下限 周波 数 と な っ た 後に 稔 還 内 の スキ ャ ン 
と な り ま す 。 


ゴミ お 本 


EE 写 富 ] ーー 


2. メモ リー スキ ャ ン 
メモ リー モー ド で で きま す 。 
メモ リー デ チャンネル を 順に スキ ャ ン し て いき ます 。 メ 
モリ ー ス キッ プ が 選択 され て いる メモ リー テ チャン ネル 
に 飛び 越し て スキ ャ ン し ます 。 
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3. VFO スキ ャ ン 


プロ グラ ム ス キ ャ ン で “⑦", "8" を 局 じ 周 波数 に し ます 
と , VFO ス キャ ン と な り , VFO 周波 到 需 の 下限 周波 
序 と 上 隈 周波 数 の 間 を スキ ャ ン し ます 。 


4、 空 き チ ャ ン ネ ルス キャ ン 

スキ ャ ン 動 作 中 に REV キー を 押す と 空き チャ ン ネ ル - 
スキ ャ ン 動 作 に な り ま す 。 遥 常 の BUSY スキ ャ ン と 
反対 の 動作 で 信号 の な いい チャンネル で 一 時 停止 し ます 
の で . 使用 され て いな い チ ャ ン ネ ル を 探す と き に 大 妥 
便利 で す 。 

プロ グラ ム ス キ ャ ン ,、 メモ リー スキ ャ ン , VFO スキ ャ 
ン の いずれ も 空き チャ ン ネ ルス キャ ン が で きま す 。 空 
き チ ャ ン ネ ルス キャ ン の 状態 か ら BUSY スキ ャ ン へ 
移る に は 再度 REV キー を 押し ます 。 空き を チャンネル 
スキ ャ ン 中 は , MHz デシ マル ポイ ント と kHz デシ マ 
ルポ イン ト が 同時 に 点 減 し ます 。 


ゴワ コ ョ ュ ggg 


+ ee 


3-3-3. トー ンス ケル チ 機 能 


オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ-5U) を 取付 け 

た 時 に 動作 し ます 。 

1. TONE キー を 2 回 押し ます と CTCSS が 点灯 し , トー 
ンス ケル チ 動 作 状態 と なり ます 。 


ー17 一 


2. ファ ンク ショ ン キ ー を 区 し て , 円 表示 が 点灯 し て いる 
間 に TSET キー (TONE キー) を 押し ます と 受信 居 流 
致 表示 に 変わ っ て 現在 の トー ン 周 肖 数 が 表示 され ます 。 


呈 gd ヨ 3 ロ pg 


半生 2k 衣 放 こり EE 


3. メ イン ダイ ヤル 又は マイ クロ ホン の UP キー, DWN 
キー で トー ン 周 波数 を 選択 し ます 。 

4. いずれ か の キー (マイ クロ ホン の UP, DWN キー 以外 ) 
を 押す と 受信 周波 数 の 表示 に 戻り ます 。 

5. トー ンス ケル チ 機 能動 作 時 に は , 受信 し た 信号 中 に 指 
定 さ れ た トー ン 周 波数 が 含ま れ て いな いと スケ ル チ は 
開き ませ ん 。 

6. 再度 TONE キー を 押す と CTCSS 表示 が 消え トー ンス 
ケル チ 機 能 は 解 際 さ れ ま す 。 


ご 注意 ) この モー ド て 送信 する と 自動 的 に その 時 の トー 
ン 周 波数 が 追加 され ます 。 
CTCSS 表示 点灯 中 の スキ ャ ン 動 作 は , 通常 の 
スキ ャ ン 動 作 と 同じ で す が , BUSY スキ ャ ン 時 
の ビー プ 音 は , 指定 し た トー ン 周 波数 が 含ま れ 
て いた 時 の み ビ ピー ブ 音 を 発生 し ます 。 
(< 3-7. ビー プ 音 に つい て ) 


ニニ ーー セー ニョ ーー ニー ニー ニー ニー 


3-3-4. ABX( オ ー ト バン ド エ ク スチ ェ ン ふ ) 


サブ バン ド に 信号 が 入っ て スケ ル チ が 開く と 自動 的 に メイ 

ン パ ンド と サブ プ バ ンド が 入れ 変わ る 機能 で す 。 

1. ABX キー を 提 し ます 。LCD ディ スプ レイ に ABX 表示 
が 点灯 し ます 。 

2. サブ バン ド に 信号 が 入る と 自動 的 に 両 パ ンド が 入れ 変 
わり , LCD ディ スプ レイ の ABX 表示 が 点 当 し ます 。 

3. この 状態 で 送信 する と ABX は 解除 され ます 。 

4. この 状態 で 送信 し な いと ., 信号 が な く な っ て 3 秦 後 に 
も と の サ プ パ ンド に 戻り ます 。 

ご 注意) バン ド が 入れ 変わ っ て いる 間 は . 周波 数 の 変更 

は で きま せん 。 


1. TWIN キー を 押す た びに 一 波 受信 と 二流 同時 受信 が 切 
り 換わり ます 。 
一 波 受信 時 に は サブ バン ド の 受信 周波 致 表 示 が 消え , 
メイ ン バ ン ド だ け の 受信 と な り ま す 。 
二流 同時 受信 時 に は , サブ バン ド の 受信 周波 数 表示 が 
点灯 し ,。 メイ ン パ ンド と サブ バン ド の 合成 され た 受信 
音 が 聞こ えま す 。 名 バン ド の 合 旦 , スケ ル チ レ ベル 受 
信 周 波数 は . それ ぞ れ 各 バ ンド の 音量 ツマ ミ , スケ ル 
チ ツ マミ, 及び ダイ ヤル で 独立 し て 設定 で きま す 。 


3-4. 送信 


送信 する 場合 は . 送受 信 周 波数 が 同じ シン プレ ックス モー ド と , 送受 信 周 流 数 が 異な る デュ ー プ レッ クス モー ド が あり ます 。 


送信 状態 で は ON AIR の 表示 が され ます 。 
3-4-1. シン プレ ックス モー ド 


拉 


1. 希 育 の 周波 数 を 選択 し て くだ さい 。 

2. マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ を 押す と 送信 状態 に な 
り ま す 。 

3. マイ クロ ホン に 向かっ て 話し て くだ さい 。 

4. PTT スイ ッ ツチ を 誤 す と 受信 状態 に 戻り ます 。 


ご 注意 ) すべ て の 場合 に お いて サブ バン ド で の 送信 は で 
きま せん 。 
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3-4-2. デュ ー ブ プレ ックス モー ド 
デュ ー プ レッ クス モー ド に は 一 シフト, キシ フト 、 デ ュ ア 
ル の 3 つの 動作 が あり ます 。 


1) (一 ) シフ ト 
1. SHIFT キ ー を 押し て くだ さい 。 
2. 一 が 表示 され , (一 ) シフ ト 状 態 と な り ま す 。 


シフ ト 周 波数 は , 144 MHz 融 は 0.6 MHz, 430 MHz 
咽 は 5MHz が 自動 的 に セッ ト さ れ ま す 。 

3. (一 ) シフ ト の 状態 で 送信 を する と 受信 叶 波 数 か ら シ フ 
ト 周 波数 を らい た 周波 数 を 送信 し ます 。 


すす 中 明 pgg 


シマ こい 


例 ) 受信 百 波 数 439.00 MHz の 場合 は 、434.00 MHz を 
送信 し ます 。 


4. (一 ) シフ ト さ れ た 周波 数 が 下 恨 の 周波 数 を 越え る 場合 
は OFF が 表示 され 送信 され ませ ん 。 


円 


2) ( 填 ) シフ ト 

1. (一 ) シフ ト 状 態 か ら 再 度 SHHIFT キー を 押し て くだ さ 
商 

2. 十 が 表示 され ( 十 ) シフ ト 状 態 と な り ま す 。 
シフ ト 財 波数 は , (一 ) シフ ト と 居 じ で , 144 MHz 帝 
は 0.6MHz, 430 MHz 帯 は 5 MHz が 自動 的 に セッ ト 
され ます 。 

3. ( 十 ) シフ ト の 状態 で 送信 する と 受信 周波 致 に シフ ト 周 
波数 を 足し た 周波 数 を 送信 し ます 。 

例 ) 受信 周波 数 434.00 MHz の 場合 は 439.00 MHz に な 
り ま す 。 

4.( 十 ) シフ ト さ れ た 漠 肖 数 が 上 限 の 周波 数 を 越え る 場合 
は OFF が 表示 され 送信 され ませ ん 。 

5. ( エ ) シフ ト を 解除 する に は , SHIFT キー を 2 回 押し 
て くだ さい 。 


3) デュ アル (スプ リッ ト 運 用 ) 

1. メモ リー チャ ン ネ ル 「9」 に 送信 し た しい 周 波数 を メモ 
リー し て お いて くだ さい 。 

2. ( 土 ) シフ ト 状態 か ら 再 度 SHIFT キー を 押し ます 。 

. 広 が 表 示さ れ ス プリ ッ ト 運 用 状態 と な り ま す 。 

4. デュ アル の 状態 で は 受信 周波 数 に 間 係 な く 9" チャ ン 
ネル の 周波 致 で 送信 し ます 。 

5. デュ アル を 解除 する に は . 再度 SHFT キー を 押し て く 
だ さい 。 


[1 


ai 


4) REV 動作 

1. デュ ー プ レッ クス モー ド で REV キー を 押す と 受信 周波 
数 と 送信 周波 数 が 入れ 換わり , REV の 表示 が され ます 。 
再度 REV キー を 提 す と REV 動作 は 調 除 され ます 。 


5) クロ スバ ンド フル デュ ー プ レッ クス モー ド ( 同 
時 送受 信 ) 
サブ バンド 側 の 周波 数 融 で 受信 し な が ら , メイ ン パ バン 
ド 側 の 周 肖 数 事 で 送信 する こと に より 局 時 送受 信 が 可 
肖 と な り ま す 。 


同時 送受 信 で 運用 する 場 台 は 送 博 周波 数 と 受信 周波 数 
が 丁度 3 僅 に な る 場合 は , 受信 司 度 が 棲 端 に 悪く な り 
ます の で 注意 し て くだ さい 。 

( 倒 . 145.00 MHz と 435.00 MHz) 


3-4-3. トー ツ エ ンコ ー タ ー 

オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ-5U) を 取付 け 

た 時 に 可能 で す 。 

1. TONE キー を 2 回 控 し て CTCSS 表示 に し ます 。 

2. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し , [F] 表示 が 点灯 し て いる 問 
に TONEF キー (TONE キー) を 押し て トー ン 周 泊 数 
の 表示 に し ます 。 

3. メイ ンダ イヤ ル 又 は マイ クロ ホン の UP キー. OWN 
キー で トー ン 周 波数 を 選択 し ます 。 

4. TONE 以外 の キー を 押す と OTCSS 表示 の まま 受信 周 
波数 の 表示 に 戻り ます 。 

5. この 状態 で PTT を 押し ます と 送信 時 に 3 で 選択 し た 
周波 数 の トー ン が 送信 され ます 。 

6. トー ン エ ンコ ー ダ を 解除 する に は 午 度 TONE キー を 押 
し て CTCSS 表示 を 消し て くだ さい 。 


3-4-4. 88.5Hz トー ン 


隻 機 は 885 Hz の トー ン 発 生 器 を 様 準 で 装備 し て いま す 。 


1. TONE キー を 押し , T を 表示 させ ます 。 

2. この 状態 で PTT を 押す と 送信 時 に 88.5 Hz の トー ン 
が 自動 的 に 送信 され ます 。 

3. 角 際 する に は 再度 TONE キー を 理 し . T の 表示 を 消し 
て くだ さい 。 
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ピード 


を すべ て 消去 する 場合 


さき -5. 


旬 メモ リー し た 内 容 


@LCD の 表示 が 異常 な 場合 
以上 の 様 な 場合 次 の 方 法 で リセ ッ ト し て くだ さい 。 


1.F キー を 遂 し た まま ., 電源 を OFF … ON し て くだ さい 。 

2. それ まで の 周波数 を 消し て , コー ル 周 波数 の 素 示 に な 
り ま す 。 

3. リ セット を 行なう と それ ぞ れ の 名 設定 填 は 下 の 表 の 様 
に な り ま す 。 


POE 還 ii 
oss | 
ESEC 


3-6. レビ ー タ ー に よる 交信 


3-6-1. レビ ー タ ー と は 


VHE 常 以 に この 周波 数 の 電波 は , その 性 質 上 一 般 に 到 補 
郵 囲 は 可視 冠 離 また は 地上 流 な ど で 届 く 距 離 と され て いま 
す 。 し か し . 電波 法 の 改正 に より わが だ 国 も レビ ー タ ー ( ア 
マチ ュ ア 業務 用 中 継 局 ) の 利用 が で きる よう に な り , 小 出 
カカ の ハン ディ トラ ン シ ー バ パー で も さら に 骨 距 避 の アマ チュ 
ア 局 と 交信 する こと が で きる よう に な り ま し た 。 レ ビー 
ター と は 目 動 無線 中 継 局 の こと で , シス テム の 原理 は 次 の 
と お り で す 。 

例え ば , A 局 が レビ ー タ ー の 入力 周波 数 (f1) で 電波 を 
発射 する と , レビ ピー ター は その 電波 を 受信 し 、 別 の 周波 数 
(f2) に 変換 し た 後 , 一 定 の 出力 で 自動 89 に 送信 し ます 。B 
局 は ,. レビ ー タ ー が 送信 し た 周波 数 (f2) を 受信 し ます 。 
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B 局 が 送信 する 場合 は , この 逆 の 動作 を し ます 。 こ の よ 
うに し て 自動 中 継が 行わ れ ま す 。 
レビ ー ター 局 


f1 


3-6-2. JARL 制定 レビ ー タ ー 用 入出 力 周波 数 (430 MHz 帯 ) 
ーー 908 2802 。 | 午 
439. 


入力 周波 数 (MHz) 


3-6-3. レビ ー タ ー の 運用 

一 般 的 に 430 MHz 常 の レビ ー タ ー は . 受信 と 送信 の 周 
波数 が 5 MHz 躍 れ て いま す 。 また ., 信号 に 88.5 Hz の トー 
ン が 付加 され て いる 場合 に 動作 し ます 。 

本 機 は オー トレ ピー ター オフ セッ ト 機 能 を 採用 し て お 
り , 周波 数 表示 が 439 MHz 台 に な る と 自動 的 に 一 5 MHz 
シフ ト , トー ン CN の 状態 に な り ま す 。 受 信 周 波数 を レビ ピー 
ター の 周波 数 ( 例 . 439.920 MHz) に 設定 し て 送信 する 
と ー5MHz ( 例 434.920 MHz) に な り , 同時 に 内 部 の 
88.5 Hz (初期 設定 ) の トー ン が ON に な り ま す 。 


・ メ イン バ パンド を , 希望 する レビ ー タ ー の 居 流 数 に 合わ 


せま す 。 


・ー シ フト . トー ンジ ON (トー ン 周 波数 88.5 Hz) を 確 
認 し ます 。 


(シフ ト , P19 参照 , トー ン 周 波数 , P20 参照) 
ご 注意 : 

送信 する 前 に 必ず その 周波 数 を 受信 し , 他 局 が 交信 
し て いな ご と を お 礎 か めく だ さい 。 


・ マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ を 押し ます 。 LCD ディ 


スプ レイ に 事 志 が 灯 き , RF メー ター が 振れ 
ます 。 


・ マ イク ロホ ン に 向っ て お 話し くだ さい 。 マイクロ ホン 


と 口 も と の 間 編 は 5 cm 位 が 遂 当 で す 。 
ご 注意 : 

声 が 大 きす ぎ た り , マイ クロ ホン に 近 ず きす ぎる と , 
送信 信号 が 大 きく ひずみ ます 。 ま た 遠 す ぎる と 充 く て 
劉 き と り に くく な り ま す 。 


・PTT スイ ッ チ を は な す と , 受信 状態 に 戻り ます 。 


3=7。 ビー ラフ 導 に つい て 
さ キ ー を 操作 し た 交 及 び , 各 モ ー ド て 状態 が 変化 し た 時 に 
下記 の ピー プ 理 が 出 ます 。 


約 50 ミ リ 物  - 約 109 ミリ 


無効 キー を 操作 し た 


リバ ー ス ON 時, ミュ ー ト ON 時 , 
ファ ンク ショ ン OFF 時 , スキ ャ ン 
半 能 ON 時 、 マ イク UP キー に よる 
周波 数 の アッ プ 時 


パン ド 切 換え で メイ ン バ パン ド に 144 


MHz 帝 を 設定 し た 時 , MHz UP 時 , 
A3X ON 時 


メイ ンジ バン ド 側 で VEO モー ド に 設 
定 し た 


メイ ン バ ン ド 側 で メモ リー モー ド に 
設定 し た 時 


メイ ン バ ン ド 側 で コー ルチャ ン ネ ル 
を 呼び 出し た 時 


ポケ ッ ト ベ ル を ON し た 時 


サブ 操作 に 切換 えた 時 


ツイ ン モ ー ド に 切換 えた 時 


メモ リー スキ ッ プ ON 時 


ピー プ 音 ON 時 , 
メモ リー 書込み 操作 時 


スキ ャ ン 解 除 時 
プラ イオ リティ 稲 際 時 . 
ARA 解除 時 . 台 設 定 操作 の 前 除 時 


リバ ー ス OFF 時 , ミュ ー ト OFF 時 , 

ファ ンク ショ ン ON 時, マイ ク DWN 
ー に よる 周波 数 の ダウ ン 時 , 

ARA ON 時 , キー ロッ ク OFF 時 


バン ド 切 換え で メイ ン バ ン ド に 430 
MHz 帯 を 設定 し た 時 . MHz DOWN 時 
ABX OFF 時 , シン グル モー トド 設定 時 


サブ バン ド 仙 で VFO モー ド に 設定 
し た 時 


サ プ バ ンド 側 で メモ リー モー ド に 設 
定 し た 時 


サブ バン ド 側 で コー ルチャ シン ネル を 
呼び 出し た 時 


ポケ ッ ト ベ ル を OFF し た 時 


サブ 操作 より メイ ン 撮 作 に 切換 えた 時 
サブ 操作 中 に 無 操作 の まま で 10 物 
経過 し メイ ン 操 作 に 戻っ た 時 


キー ロッ ツク ON 時 


メモ リー スキ ッ プ OFF 時 


ピー プ 音 OFF 時 
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トー ン 周 波数 の 設定 操作 時 


VFO モー ド で 周波 数 が メモ リー に 書き 
込ま れ て いる 周波 数 と 一 致し た 肢 


VFO モー ド で 周波 数 を アッ プ し て 
1 MHz を 過 過 する 時 


VFO モー ド で 周波 数 を アッ プ し て 
周波 数 が バン ド エ ッ ジ の 上 限 か ら 下 
限 に 切り 換 わ っ た 時 


ビジ ー ス キャ ン 中 に 信号 受信 に よっ 
て 一 時 停止 し た 時 


CTCSS スキ ャ ン 中 に 信号 受信 に 
よっ て 一 時 停止 し 指定 され た トー ン 
周波 数 が 含ま れ て いた 時 


ABX 中 に サブ 側 の 信号 受信 に よっ 
て メイ ン パ ンド と サ プ バ ンド が 入れ 
換 わ っ た 時 


メイ ン 側 で の プラ イオ リティ 中 に メ 


モリ ー チ ャ ン ネ ル に 信号 を 受信 し た 
時 


メイ ン 側 の ベル 音 


トー ン モ ー ド の 切換 え 時 に は 名 状 態 に 対応 し て 次 の ビー ブ 
音 が 出 ます 


ソノ ド ソ 
トー ン 解 除 時 トー ン モ ー ド 時 CTCSS モー トド 時 シフ っ ト 時 シフ ト 時 スプ リッ 作 ド 時 シフ ト 散 時 


VFO モー ド で 周波 数 を アッ プン ダ 
ウン し て 500 kHz を 通過 する 時 


VFO モー ド で 周波 敷 を ダウ ン し て 
1 MHz を 通過 する 時 


VFO モー ド で 周波 数 を ダウ ン し て 
周波 数 が バン ド エ ッ ジ の 下限 か ら 上 
限 に 切り 換 わ っ た 時 


空き チャ ン ネ ルス キャ ン 中 に 空き 
チャ ン ネ ル で 一 時 停止 し た 時 


ARA 中 に レビ ピー タ の 信号 を 受信 し 
た 時 


ABX 中 に メイ ン パ ンド と すす プ パ ン 
ド を 切換 え 後に 信号 無し 状態 で 3 
秒 経 過 し た 時 


サブ 側 で の プラ イオ リティ 中 に メモ 


リー チャンネル に 信号 を 受信 し た 時 


サブ プ 側 の ベル 音 


が 出 ま す 


ーー 


(一 ) ド ( 十 ) ミ 


CH ステ ッ プ の 設定 時 に は 各 ス テッ プ に 対応 し て 次 の ビー プ 音 が 出 ま す 


主計 、 葉 葉 研 


5 : 罰 護 


5kHz ファ 10kHz ソ 12.5kHz ラ 20kHz ジ シ 25kHz ド 


シフ ト 状 態 を 切換 え 時 に は 各 状 態 に 対応 し て 次 の ビー プ 理 


メモ リー VRM ー チ ャ ン ネ ル NO に 対応 し て 次 の ピー プ 舎 が 出 ま す 


メモ リー モー ド 中 
又は IF] 表示 点灯 中 に 


ミ ファ ソ ラ ー シ ド ツ ソ ド 8 要 
M1 M2  M3 M4 M5 M6 M? M8 M9 MO マイ クロ ホン の UP/DWN ギー 堆 作 時 
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4-1. アフ ター サー ビス 

1. 保証 書 一 乏 証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 . ご 
肌 入 三 ) の 記 和信 お よび 記載 内 容 を お 礎 か め の 上 . 大 切 に 
保存 し て くだ さい 。 

2. 保証 期間 一 お 買い 上 げ の 日 より 1 年 度 で す 。 

正 営 な ご 使用 状態 で て この 星 財 内 に 万 一 故障 が 生じ た 電 合 
は . お 手数 で す が 裂 品 に 保証 書 を え て . お 買い 上 げ の 
販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相 府 くだ さい 。 保 
証書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 


3 保証 期間 経過 後 の 徐 理 に つい て は お 買い 上 げ の 販売 店 
また は 当社 サー ビス 訟 口 に ご 相談 くだ きい 。 
柳 理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 に は お 客 欄 の ご 切 有望 
に より 有料 で 修理 いた し ます 。 

4. アフ ター サー ビス に つい て , ご 不明 な 点 は お 買い こげ 
の 販売 店 また は 壮 社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 


4-2. 故障 と お 考え に な る 前 に 


: 処 


電源 スイ ッ チ を 入れ て も ディ スプ レ | a 電源 の ( 十 ) 叶 字 と ( ] a 着 コ ー ド (付属 品 ) の 赤色 


イ に 何 も 表 示し な い 。 


b. ヒュ ー ズ が 初 れ て いる 。 


授 続 が 騰 に な っ て いる 。 


側 を ( 十 ) 端子 , 黒色 側 を (一 ぅ 
端子 に 王 し く 授 続 し て くだ さい 。 
. ヒ ュー ズ が 切れ た 原因 に 関す る 和 
理 を し た 後 . 指 定 容 黒 の ヒュ ー ズ 
と 交換 し て くだ さい 。 

ト FX : 15A 
SX : 4A 


電源 電圧 が 低下 し て いる 。 電源 電圧 は DC 13.8V で す 。 


スピ ー カ ー か ら 音 が 出 な い 。 


受信 で き な い 。 すぎ て いる 。 


b. スケ ル テ が 閉じ て いる 。 
c. トー ンス ケル チ が 動作 し て いる 。 


d マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ が 
押さ れ , 送信 状態 に な っ て いる 。 


8. VOL つま み を 反 時 計 方 向 に 絞り 


。 VOL つま み を 適当 な 音量 に セッ 
トレ し て くだ さい >。 

. SQL つま み を 反 時 計 方 向 に 回 し 
て ぐだ さい 。 

. トー ンス ケル チ を OFF に し て く 
だ さい 。 

. すみ や か に PTT スイ ッ チ を OFF 
に し て ぐだ さい 。 


SCAN キー を 押し て も スキ ャ ン し な | SQL つま み の 調 整 な ど ス キャ ン 動 作 | 一 3-3-2 スキ ャ ン 動 作 
の 条件 が 満足 し て いな い 。 


い 。 


4-2-2. 送 信 


~ 出力 が 出 な い 。 


全 。 
b. アン デ ナ の 接続 不良 。 


レビ ー タ ー を アク セス で き な い 。 


メモ リー の バッ クア ッ プ が で き な | バッ クア ッ プ 用 リチウム 電池 の 寿 | 一 4-3 マイ クロ コン ピュ ー タ ー の 


メモ リー バッ クア ッ プ 用 リチウム 電 
池 の 交 弄 。 


a. マイ クロ ホン 普 子 の 差し 込み 不 完 | a. マイ クロ ホン を 確実 に 差し 込ん で 


くだ さい 。 
b. アン テ ナ を 確実 に 接続 し て くだ さ 
い 。 


トー ン 周 波数 な ど レ ビー ター に よる <*3-4-3 トー ン エ ンコ ー ダ ー 
交信 の 条件 が 満足 し て いな い 。 


3-5 レビ ー タ ー に よる 交信 。 


4-3. マイ クロ コソ ビ ピュー ター の メモ リー バッ クア ッ プ 用 リチウム 電池 の 交換 


マイ クロ コン ピュ ー タ ー は , リチウム 電池 で バッ クア ッ 
プ さ れ て いま す 。 し た が っ て POWER スイ ッ チ を 切っ て 
も メモ リー は 保持 され ます 。 

リチウム 電池 の 寿命 は 約 5 年 で す 。 
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バッ クア ッ プ され な く な っ た 場合 は , リチウム 電池 の 寿 
命 で す の で , 電池 の 交換 が 必要 で す 。 電 池 の 交 換 は . お 買 
い 求 めい た だ いた 販売 店 . また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相 
談 く だ さい 。 


な お 。HX で 申請 する 場合 は , 第 2 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 
以上 の 資 贅 が 必要 で す 。 

本 機 を 使用 し て 保証 認定 を 受け る 湯 合 は , 祭 証 衣 書 の 送 
信 橋 系 付図 の 潤 に 登録 番号 . また は , 送信 機 の 機種 品 昔 を 
記載 すれ ば 送信 導 系 炉 図 の 記載 を 省略 する こと が 出来 ま 
す 。 

【 ア マチ ュ ア 局 各社 申請 の 保証 願 〕 

挟 線 設 六 宇 SS 
時 保証 認定 料 
黄 に も し しく は 名 衝 


考 . 


5-1. 申請 書 の 書き 方 
本 様 に よ ソ アマ チュ ア 無 叉 局 の 申請 を する 場合 は , 市 販 
の 申請 用 穫 に 下記 の 事項 を まち が いな ぐ く 記載 の つえ 中 請 し 
て ぐだ さい 。 
ま 印 の 箇所 に は , 下記 の 表 よ り そ れ ぞ れ の モデ ル に 該当 
する 事項 を 記 人 し て くだ さい 。 


無線 局 免許 申請 書 ] 
21 項 紀 する 周 法 数 の 部 男 、 空 中 線 電力 、 電波 の 更 式 


| 半 徐 数 矯 |W | 征 流 の 弱 式 


活 付 図面 口 送信 機 茶 統 罰 
( 机 届 壮 村 の 放 元 の 記載 を 含 も ) 
雪 全 施設 及び て その他 の 才 球 徹 | 二 寺 生 3 学 に あ られ 大作 に 培い 


送信 空中 ! 
縮 の 衰 式 


発射 可能 | 144 MHz 帯 


な 定 濾 の 「 共 
3 | 430 MHz 番 


D 3 
3 
ER 144 MHz 帯 M59747X 1 144 MHz 帯 M57726X 1 
キ 430 MHz 電 M57752X 1 430 MHz 帯 M57788MX 1 
144 MHz 和 138V 20W 144MHz 帯 138V 90W 
430MLz 需 138V 20W 430MLz 帯 138V 70W 


に 使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て くだ さい > 


DR-572SX DR-570SX DR-5722HX DR-570HX 
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